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(57)【要約】
【課題】戸を設置する開口縁の従来の戸枠の突出による
デザインの不連続性を解消するに当たり、戸枠の素材使
用量を大幅に削減すると共に、施工作業性を向上させた
戸開閉縁の仕舞い構造を提供する。
【解決手段】戸１、１・・・が開閉自在に装着される開
口２の上方縁に前端が壁下地の表面と実質的に面一とな
るように上枠４を装着し、この上枠４の下面部に上レー
ル５を配置すると共に、開口２の左右の縦開口縁６、６
の奥部に添うように化粧凸条７、７を装着し、壁下地に
貼られた化粧シート８を折り曲げて、上枠４の前面及び
上レール５前方の露出下面並びに化粧凸条７前方に露出
する縦開口縁６を隠蔽し、上レール５の奥部下面に化粧
面９を施すことにより、所期の課題を達成できた。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
戸１、１・・・が開閉自在に装着される開口２の上方縁に前端が壁下地３の表面と実質的
に面一となるように上枠４を装着し、この上枠４の下面部に上レール５を配置すると共に
、開口２の左右の縦開口縁６、６の奥部に添うように化粧凸条７、７を装着し、壁下地３
に貼られた化粧シート８を折り曲げて、上枠４の前面及び上レール５前方の露出下面並び
に化粧凸条７前方に露出する縦開口縁６を隠蔽し、上レール５の奥部下面に化粧面９を施
して成る戸開閉縁の仕舞い構造。
【請求項２】
戸１、１・・・が開閉自在に装着される開口２の上方縁に前端が壁下地３の表面と実質的
に面一となり且つ下端が天井下地１０と実質的に面一になるように上枠４を装着し、この
上枠４の下面部に上レール５を配置すると共に、開口２の左右の縦開口縁６、６の奥部に
添うように化粧凸条７、７を装着し、天井下地１０に施された化粧材１１の連出部で上枠
４前方の露出下面を隠蔽し、壁下地３に貼られた化粧シート８を折り曲げて、化粧凸条７
前方に露出する縦開口縁６を隠蔽し、上レール５の奥部下面に化粧面９を施して成る戸開
閉縁の仕舞い構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、戸開閉部の形成に際し、従来の化粧枠の使用をなくし、化粧枠により生じてい
た段差及びデザイン性の不連続感による美観の劣化を解消すると共に、従来の戸枠の素材
の使用量を大幅に低減させると共に仕上げ処理を低減させて、コストダウンを図り得る戸
開閉縁の仕舞い構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
部屋と部屋との通路に設けられる扉や、収納室の開口を塞ぐ扉を設ける場合、壁面に設け
られた開口に上枠、縦枠等よりなる戸枠を取付けておき、その戸枠に扉や戸を開閉自在に
装着することが、従来から採用されているが、戸枠は壁面より突出し、しかも開口縁を隈
取ることになって、デザイン的に不連続感を与え、外観を劣化させる場合もあった。また
、戸枠が扉以外に必要となり、部品点数及び施工工程が多く、しかもいずれも扉の開閉に
際して露出する部位であるため、戸枠には化粧を施す必要も免れず、コストが高くなって
いた。
【０００３】
このような観点に注目して従来から戸枠の厚みを壁材の厚みに一致させてクロスで戸枠を
隠蔽することは従来から行われている（特開２００７－２４１７号公報参照）。しかしな
がら、戸材としては、素材の使用量的には殆ど減少せず、しかも戸枠の複雑な凹凸に添っ
てクロスを貼付することが却って煩瑣となり、施工が困難となっていた。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２４１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、戸開閉部の形成に際し、戸枠により生じていた段差及びデザイン性の不連続感
による美観の劣化を解消すると共に、従来の戸枠に比して大幅に素材の使用量を低減させ
ると共に、従来の戸枠周りの仕上げ処理を低減させて、コストダウンを図り得る戸開閉縁
の仕舞い構造に関するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明の主たる特徴は、戸１、１・・・が開閉自在に装着される開口２の上方縁に前端が
壁下地３の表面と実質的に面一となるように上枠４を装着し、この上枠４の下面部に上レ
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ール５を配置すると共に、開口２の左右の縦開口縁６、６の奥部に添うように化粧凸条７
、７を装着し、壁下地３に貼られた化粧シート８を折り曲げて、上枠４の前面及び上レー
ル５前方の露出下面並びに化粧凸条７前方に露出する縦開口縁６を隠蔽し、上レール５の
奥部下面に化粧面９を施したことである。
【０００７】
また、本発明の第２の請求項の特徴は、戸１、１・・・が開閉自在に装着される開口２の
上方縁に前端が壁下地３の表面と実質的に面一となり且つ下端が天井下地１０と実質的に
面一になるように上枠４を装着し、この上枠４の下面部に上レール５を配置すると共に、
開口２の左右の縦開口縁６、６の奥部に添うように化粧凸条７、７を装着し、天井下地１
０に施された化粧材１１の連出部で上枠４前方の露出下面を隠蔽し、壁下地３に貼られた
化粧シート８を折り曲げて、化粧凸条７前方に露出する縦開口縁６を隠蔽し、上レール５
の奥部下面に化粧面９を施したことである。
【発明の効果】
【０００８】
本発明にあっては上述のように、請求項１の発明は、戸１が施される開口２の上端が天井
より下方に位置する場合であり、開口２の左右及び上端に従来のような戸枠部材が露出せ
ず、戸１の外周と壁面との境界部に縁取りがなくなり、すっきりとしたデザインにできる
。また、従来の戸枠は開口２の壁断面巾よりも広い巾の部材が必要であるが、本発明では
左右の部材は化粧凸条７のみとなるため、使用部材が従来の枠材、特に上下方向に長い縦
枠材の素材使用量が数分の１以下となって、素材使用量が大幅に削減できてコスト低減に
大いに寄与できる。そしてこの化粧凸条７の前方の壁下地３が露出する縦開口縁６も壁下
地３に貼付される壁紙などの化粧シート８を折り曲げて貼り付けて隠蔽するため、外観を
損なうこともない上に、化粧シート８による隠蔽処理も化粧シート８の端を一回だけ折り
曲げて貼り付けるだけで良いので、施工性も損なわれない。
【０００９】
また上枠４の前面及び上レール５より前方の下面は化粧シート８が貼付されるので、上枠
４として、この部位の化粧仕上げが不要となり、この点からもコスト低減に繋がる。上レ
ール５の奥部下面は化粧面９であるので、戸１が開けられた状態でも外観を損なうことは
ない。
【００１０】
請求項２は開口２を天井丈に広げた場合であって、上枠４の上レール５より前方は天井の
化粧材１１が延長されて施されるので、この場合でも上枠４として、この部位の化粧仕上
げが不要となり、コスト低減に繋がり、上レール５の奥部下面はやはり化粧面９であるの
で、戸１が開けられた状態でも外観を損なうことはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下本発明を添付図面に基づき詳細に説明する。図１、２は天井が高い場合のように、戸
１、１・・・が装着される開口２の上端が壁の途中までの例であって、２枚の戸１、１を
蝶番１２で折畳み可能に連結した折り戸を１対として、１対、２対、或いはそれ以上の枚
数が開閉可能に開口２に設置される。ここで図示例は前方が居室側、奥が収納側であるが
、勿論居室と居室の境界、居室と廊下との境界等、任意の戸設置開口に適用できる。尚、
図１は開口２の片方が隣の壁との境界に合致した例であるが、図２のように両方とも同一
の壁面３の途中に在っても良い。勿論、両側共隣の壁との境界に合致していても構わない
。
【００１２】
上枠４は実質的に壁の厚みと同じ巾を有するか、或いは少なくとも前端面が壁下地３と実
質的に面一に装着されるもので、図３のように基材４Ａの下面中央に上レール５を装着し
、上レール５の前後を前ブロック４Ｂと後ブロック４Ｃで保持しており、前ブロック４Ｂ
は無化粧でも良いが、後ブロック４Ｃは化粧面９が施される。ここで天井下地１０よりも
図３のように上枠４の厚み分が下方に突出する場合は、天井下地１０を被う化粧材１１の
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端を下方及び奥方向に折り曲げて上枠４の露出前面と前方下面を被う。
【００１３】
図４は左右の化粧凸条７の施工状態を示すもので、開口２の左右の縦端面の奥端に添って
上下に固着され、露出する表面は化粧が施されている。この化粧凸条７の前方の開口２の
縦開口縁６は壁下地３に貼付される壁紙などの化粧シート８の端を折り曲げて覆い隠蔽す
る。
【００１４】
開口２の下縁には図３のように必要に応じて下レール１３が施され、戸１の適所に施され
た上ランナー１４は上記上レール５に、下ランナー１５はこの下レール１３に装着されて
、戸１が開口２に折畳みにより開閉自在に設置される。尚、戸１の形態は、任意であり、
折畳み形式の他、下ランナーを用いない引戸でも構わない。
【００１５】
図５は開口２の上方に壁下地３がある例で、その壁下地３に貼付される化粧シート８の一
部をやや下方に延長すると共に水平奥方向に折り曲げて上枠４は上レール５の手前まで隠
蔽される。
【００１６】
図６は上枠４が天井下地１０に埋設され、開口２の上端が実質的に天井下地１０下面と同
一の例で、壁紙のような化粧シートに代え、天井の化粧シート、化粧板等の化粧部材１１
の端部を延長させて上枠４の前ブロック４Ｂの下面を被っている。それ以外は第１項に記
載の発明と共通している。
【産業上の利用可能性】
【００１７】
本発明は、戸１を設置する開口２の周辺に付き物の戸枠の出っ張りをなくすことにより、
デザインをシンプルにすっきりと纏めることができる。この場合、図１～６における上下
レール５、１３、化粧凸条７を壁表面側に移動させて戸１が閉じられた時に図７のように
その戸１の表面が壁下地３に施される化粧シート８と面一となるようにしておき、戸１の
表装を更に化粧シート８の表装４と一致させれば、戸１が壁面に更に溶け込んで一体化し
、恰も戸が無いかのように見えるようにすることも可能となり、戸の周辺をより一層すっ
きりと納めることができる。
【００１８】
しかも縦枠の素材使用量が数分の一になるために、省資源、コスト低減に大いに寄与する
ものであり、しかも化粧シートや化粧材の端部処理も僅かに１回か高々２回折り曲げるだ
けで良いので、作業性を損なうこともない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施例の概略図。
【図２】同上の少し変形した例の分解斜視図。
【図３】同上の要部の一部省略した拡大縦断面図。
【図４】同上の要部の拡大横断面図。
【図５】同上の上枠付近の他の例の拡大縦断面図。
【図６】同上の上枠付近の更に他の例の拡大縦断面図。
【図７】同上の戸の表面を壁面と一致させた例の一部省略した拡大断面図。
【符号の説明】
【００２０】
１は戸
２は開口
３は壁下地
４は上枠
５は上レール
６は縦開口縁
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７は化粧凸条
８は化粧シート
９は化粧面
１０は天井下地
１１は化粧材

【図１】
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【図３】

【図４】
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【図７】
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